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研究成果の概要（和文）：本研究はマルチスケールのESD 教育という着眼点で各国のESD 教育をとらえなおし，日本に
おけるマルチスケールでのESD教材の開発を行った。まず，実践事例のスケールに応じた整理と分析ではスケールを通
じて共通する問題意識を明確化した。次に，英国や米国の実践事例やカリキュラムを空間的スケールごとにどのような
課題が取り上げられているかに注目して分析した。そして、東日本大震災を題材とした授業実践事例の収集では空間ス
ケールに着目した整理を行った。さらに地域スケールの大小が取り上げるべき地域開発上の問題と関連するのかを検討
し教材を開発し授業を行った。

研究成果の概要（英文）：This research uses the multiscale that is used in Educational for Sustainable 
Development (ESD) as a viewpoint for reinterpreting the ESD of each country. Development of ESD teach 
materials which various scales was done as a part of this research in Japan. First of all, arrangements 
and analyses were done in accordance with scales that were used for practical examples. Through the use 
of these scales we made the common issues in the field clear. Next, we analyzed the curricula and 
practical examples from America and the UK with a focus on what kind of issues were brought up for each 
spacial scale. Then, we used a collection of practice examples used in the classroom which focused on the 
Great East Japan Earthquake. Furthermore, we took into consideration the question of are the issues 
related to area development that communities on a large or small scale should be bringing up. We then 
developed teaching material based upon this consideration and held a class.
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１．研究開始当初の背景 

 海外では，地理教育の立場で多様な ESD

（Education for Sustainable Development

＝持続発展教育）に関する教育実践に取り組

まれており，ESDが重視する世界の多様性や

今後の世界のあり方を考えるには地理教育

が大きく貢献することができると考えられ

ている。日本でもこれまでに環境教育や社会

科教育で様々な ESD の実践が取り組まれて

きたが，地理教育が特徴とする地図などを利

用した教育実践が十分には取り組まれてい

るといえない。特に ESD で取り組まれる地

域開発や環境問題などは，取り上げる地域の

スケールが異なれば存在する問題の内容は

異なり，解決策も違ったものになると考えら

れる。 
 
２．研究の目的 

 ESD は環境教育や開発教育，エネルギー問

題など，多様な要素から成り立っており，学

校教育では，様々な教科で実践が行われてい

る。それらの実践を体系的に収集・分析し，

地理教育への活用の可能性を探るとともに，

ESD の地理教育上の位置づけを構築する。ま

た，取り上げられた事例のスケールと発現す

る問題について着目した整理をする。 

 海外の地理教育で実践されているESDを収

集し，各国の文脈のなかでなぜそれらの事例

が取り上げられたのか，取り上げられた事例

のスケールはグローバルなのか，国家スケー

ルなのか，ローカルなのかなど，空間的なス

ケールを整理する。新指導要領と照らし合わ

せ，日本への適用可能性を検討する。 

 ESD に関して，イギリスやアメリカ合衆国

などの国々では一定の取り組みが見られる。

これらの内容を日本の地理教育カリキュラ

ムとすりあわせ，日本への適用方法を検討す

る。 

 
３．研究の方法 
 地理教育におけるESD教育の体系を検討す
るために，初年度は ESD 先進地の英国で ESD

教育の実践事例を収集するとともに，日本の
地理教育のカリキュラムの上で整理した。２
年目は，マルチスケールでの ESD 教育を検討
するために，様々な実践事例や教材を整理し
た。また，マルチスケールに対応した教材を
開発するために GISや地図を活用した ESDの
実践のための教材の開発を行った。このとき，
日本の初等中等教育における地理教育に沿
った形での実践可能性を検討した。最終年度
には，マルチスケールでの ESD 実践のモデル
カリキュラムとそれぞれの段階でのモデル
的な教材を開発し，その教材のいくつかにつ
いて実験的な実践を行い，カリキュラム，教
材内容を調整した。 
 

４．研究成果 

 本研究の目的はマルチスケールの ESD 教

育という着眼点で各国の ESD 教育をとらえ

直し，日本におけるマルチスケールでの ESD

教材の開発を行うことにあった。各国の ESD

教育をとらえ直すとともに，日本における実

験的なマルチスケールでの ESD 教材の開発

に着手し,授業実践を実施した。狛江市立 A

小学校,津市立 K 小学校等で「北極海の氷か

ら地球温暖化と ESD について考える」をは

じめとする授業を試行的に実施し，分析した。

主な領域が環境領域である ESD 実践や世界

像形成のためのマルチスケールの地図・地球

儀を多様に用いながら，ESDの実践を行うこ

とで環境，経済，社会・文化の ESD の 3 大

領域すべてがバランスよく扱われていたと

ともに，ESDで育てたい力の育成も行われて

いた。 
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